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診察待ち時間の短縮・院内感染の
予防を目的として完全予約制を導
入しています。来院前に電話予約
をお願いします。風邪等の感染症
状ある方の診察は（発熱の有無に
かかわらず）12時～12時30分と17
時30分～18時に限らせていただき
ます（受診前に必ずお電話を！）。
*当院ではマイナンバーカードを保
険証として使用できます。本年の
12月2日より現行の保険証は発行さ
れなくなります。いまのうちから
マイナカードの保険証利用をすす
めてください（当院のスタッフが
お手伝いいたします）。
*電子処方箋にも対応しております。
*夏休み休診のお知らせ：8月8日
(木)～9日(金)。
*健康診断の受診はお早めにお願い
します。

新型コロナウイルス感染が拡大
しています・手足口病にもご注
意ください！

現在、新型コロナウイルス感染者
が急増しています。現在流行中の
ウイルス株は（以前ほど）重症化
しませんが、感染力は高く、高齢
者および基礎疾患（特に糖尿病）、
肥満のある方は要注意です。熱中
症を防ぐためにエアコンは必要で
すが、閉め切った屋内で過ごすこ
とが多くなると感染リスクも高ま
ります。混雑した場所ではマスク
を着用する、手洗い・手指消毒、
こまめな換気等の感染対策をバラ
ンスよく行ってください。また手
足口病も（主に5歳以下）の子供た
ちで流行しています。大人がかか
ると、子供より症状が重くなりま
す。子供から大人への家庭内感染
にご注意ください。手洗い、タオ
ル共有しない、マスクなどの対策
が有効です。

Dr.みわの一口コラム：パリオリンピック 

パリオリンピックが始まりました。私は中・高校と柔道部でしたので柔道に興味があり

ます。柔道国際化の後、タックル、レスリングのような戦い、ボクシングのような組み

手争い、少しだけポイントをとって優勢勝ちを狙う、などおよそ柔道とは思えない時代があり魅

力を失っていました。しかし、最近では「技ありか一本で勝利」、または「消極的試合運び等の反

則・減点」で勝負を決するようなルール改正があり、かけ逃げ（積極的に技をしかけているような

見せかけ）も注意されるようになりました。本来の柔道の魅力が戻ってきて嬉しく思っています。

さて、スケートボード。戦っている同士がお互いの技をほめたたえ、声援をおくる姿が印象的でし

た。自分が勝つ・負けるという視点だけでなく、どれだけ素晴らしい技を繰り出せたか、相手を尊

重し、自分たちが目指すスポーツを高め合う姿に、スポーツの未来を感じました。（英人） 
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暑い日が続いています。熱中症の
危険が高まっており、熱中症アラー
トが連日出されています。
高齢者では発汗などの体温を調節

する機能が低下しています。若い時
と比べて体内の水分量が減少してい
ますので容易に脱水症になりやすい
のに加えて、脱水状態では発汗が低
下するので体温を下げることができ
なくなってしまいます。また、暑さ
を感じにくくなるので、必要以上に
服を重ね着してしまいがちですので
ご注意ください（熱がこもってしま
います）。のどの渇きにも鈍感にな
りますので、水分をとるタイミング
が遅れてしまって脱水症が進行して
しまう、などの懸念があります。高
齢者が熱中症になると生命の危険が
あります。
何度も繰り返していますが、熱中
症を防ぐポイントを以下にまとめま

す・・・
①暑い日は無理しない。外出をさけ
てください。万が一外出しなければ
ならない場合には、涼しい服装や日
傘・帽子の使用を心がけください。
②室内環境に注意してください。エ
アコンをつけてください！使用時に
は28℃より下げてください。扇風機
の併用も有効です（直接あてない）。
しかし扇風機だけでは不十分です。
③水分補給をこまめにしてください。
のどが渇いていなくても水分をとる
ようにしてください（尿量が減って
いませんか？尿の色が濃くなってい
ませんか？）。
④体調管理をしてください。「十分
な睡眠と」「バランス良い食事」が
基本です。
以上の点に注意して、過酷な夏を

無事に乗り切って下さるようお願い
します！

～～特集～～

高齢者の熱中症・特に注意が必要です

クリニック通信のバックナンバーをご希望の方はどうぞ受付までお申し出下さい
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ホームぺージもご覧ください。 http://miwaclinic.net

西東京市下保谷4-12-2 メゾン泉1F
電話 042(438)7188

☆ スタッフから☆
「看護婦はどんな時でも患者さんの味方でいること」これ
は看護学生の時に恩師からもらった言葉です。まだ看護師
とは言わずに看護婦と呼ぶ時代のことですが、私はこの

言葉をかなり気に入っています。患者さんの味方でいると
はどういうことだろう、と考え続けて四半世紀。私は患者
さんと接することがとても好きです。ですが好きだけでは
看護にならない。まずは知ること、知ってもらうこと、安
心してもらうこと。今までの経験で培ってきたことは患者
さんから学んだことがほとんどです。患者さんに成長させ
てもらい、今があるのだなと改めて感じ、これからも感謝
を忘れずに邁進していこうと思います（看護師：M.S.）
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